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（その１）　連ドラ「あまちゃん」は、何度見てもおもしろい

放映中には、一日２回以上見ていたＮＨＫ朝ドラ「あまちゃん」。

小ネタ満載の台本と、脇役陣の名演技にて、毎回見るのが楽しみでした。

放映後はＤＶＤ録画し、クルマ旅で見ております。

まさに、「連ドラのディズニーランド版」、癖になります。

私が「あまちゃん」を見直して、発見したことをクイズとして出しますよ？

（問題１）　駅長の大吉さん若いときのシーンの俳優さんは？　ヒント　ごちそうさん

（問題２）　東京編。上野アメ横で、あきちゃんが携帯で写真を撮って

　　　　　　欲しいとお願いして、引き受けてくれた人は、誰？　ヒント外国人

（問題３）　入寮時に、水口覚えなさい渡されたＣＤ曲は、３曲でした題名は？

（問題４）　音楽を担当大友良英さんは、ドラマに何回でていましたか？

ヒント　音楽の特番では１回でした。でもその後・・・・。

答えは、来月の紙ベース「ロダン・タイムズ」で・・・・。

いいえ、本号の後ろにあります。

（その２）　富士山を見る、晴耕雨読（せいこううどく）の旅とは？

富士山は、何度も訪れて見たくなる山ですね。（癖になります）

新潟から遠くないのに山梨県内では、新潟ナンバーはまずいません。

快晴なら、富士山も見合えます。雨なら、「じぇじぇ」ですね。

ならば、晴れ待ちの旅行先があれば最高ですね。

晴耕雨読的な旅先を発見しました。

あまちゃんビデオ（ＤＶＤ）再生の楽しみ方

晴耕雨読的な旅ができる山梨県

電子版“ロダン・タイムズ” 晴耕雨読の巻

癖になるお話



（その３）　あまちゃんならば、「事件でがす」　「山梨県は最高です」

今までは、乳白色の温泉を好んで旅先にしていました。

東北の酸ヶ湯温泉、藤七温泉、泥湯温泉。富山の金太郎温泉などは、

体の芯から温まります。

山梨県に乳白色温泉があるかは知りませんが、晴耕雨読的な温泉地紹介。

晴れた日は、富士山を眺めながら入れる露天風呂として

晴耕１）　ほったらかし温泉

晴耕２）　甲斐大泉パノラマの湯

これらは、紙版ロダン・タイムズで紹介済みです。

詳しくは、バックナンバーか、ネット情報検索をしてください。

今回は、雨読的温泉の紹介です。

山梨県の「ぬる湯」温泉は、癖になります。

雨読１）　正徳寺温泉　初花　　　　温泉入浴温度　３８度前後

ここは、うなぎの養殖屋さんが、夢でうなぎのお告げ掘った温泉。

入浴代は、３時間６００円とリーズナブルです。

ただ、お食事もあります。当然うなぎもあります。

山梨県で有名な石和温泉の近くですもあり、ほったらかし温泉の近くです。　

雨読２）　下部温泉　古湯坊　源泉館　　　温泉入浴温度　３０度前後

武田信玄のかくし湯として有名な下部温泉。

ここの大岩風呂は、岩の隙間から自然に沸いています。（井戸でない）

日帰り入浴時間は、１０時～１４時まで１３時以後の新規入場できません。

入浴料は、１回２時間まで１０００円です。

大岩風呂では、ひしめき合っているところがあります。（ここが最高）



ここのルールは混浴○、水着×　お風呂は入ってもタオルなどで隠すこと。

女性は、濃い色の薄いバスタオル風を巻いて入ります。

洗い場から混浴です。若い女性は、他の下部温泉をお勧めします。

ぬる湯温泉は、体を石鹸で良く洗い、油分を落としてください。

ひしめく所のみ、体に小さな気泡がびっしり付きます。

３０分入浴し、少し熱いお風呂へ　この繰り返しで　２時間は　直ぐに経過

謎にしておきますが、締めて（？）から　上がってください。

この温泉は、皆さん常連さん　毎月泊まり、一日１０時間の入浴しています。

なお、下部温泉は飲泉番付の東横綱でもあります。

やみつきになること、間違いなし。　

あまちゃんＤＶＤを見ながら片道５時間です。

天候の回復したら、富士五湖までは１時間とはかかりません。

山中湖湖畔から見る富士山と、本栖湖の千円札の写真を撮った地点

（看板あり）、から見る（撮る）富士山が大好きです。

（その４）　あまちゃんの答え。

（答え１）　通天閣　西脇悠太郎さん　東出昌大さん　　

（答え２）　テバブのおじさん。

（答え３）　１曲目　　涙目セプテンバー

　　　　　　２曲目　　暦の上ではディセンバー

　　　　　　3曲目　　パンフレンドは、バンクーバー

（答え４）　「南三陸のなっちゃんだよね。」回想シーンのバック音楽

　　　　　　「三代前からマーメード。」鈴鹿ひろ美のバック音楽の二回では。
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